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『平家物語』に見る緒方惟栄の活躍

　源氏に追われた平家一門が鎮西（九州）にくだり大
宰府を拠点とすると、豊後国の緒方三郎惟

これ

栄
よし

は、源氏
方として平家を九州から追放します。惟栄は本来宇佐
宮領荘園緒方庄の荘官（管理人）でした。宇佐宮は平
家方でしたが、惟栄は豊後武士団を率いて源氏勝利に
貢献します。惟栄の働きは荘官（在地領主）として荘園
領主（宇佐宮）の権益を侵食していく当時の武士を象徴。
平家滅亡後に義経方で頼朝に反旗を翻した惟栄は、義
経一行と九州に下向しようとして捕縛され上野国（群馬
県）に配流されます。『平
家物語』は、惟栄を「平
家を九国の内にも入れ奉
らず、追い出すほどの威
勢」の武士と表現し、強
さの秘密は大蛇の子孫と
いう話を載せています。

関東御分国となる豊後国

　文治元年（1185）に源頼朝は全国に守護地頭を設
置し鎌倉時代が始まり、翌年には豊後国を含む９カ国
が頼朝の知行国（関東御分国）に。鎌倉に近い関東・
信越以外でしかも遠く離れた関東御分国は豊後国だけ
でした。これは惟栄ら豊後武士団が義経に加担したこ
とを名目に、豊後国の支配権を頼朝が強く望んだため
でした。平家が大宰府を抑えながら豊後国の反乱で瓦
解したことから、頼朝は豊後国が瀬戸内制海権の要と
認識していました。それ故、頼朝に近い大友能直が豊
後守護に任じられたのです。

大友氏の豊後下向と博多支配へ

　大友氏が初めて豊後国に下向するのは３代頼泰から
でした。蒙古襲来に備え鎌倉幕府が鎮西（九州）に所
領を持つ東国武士に下向を命じたためでした。文永の役
（1274）で頼泰は鎮西東方奉行として九州の御家人を
指揮して戦い、その後の再来に備えて異国警護番役と
して香椎前浜（福岡市）の警備を担当。これにより経
済戦略拠点博多との関係が始まります。博多への関与
を深めた大友氏は、鎌倉打倒と建武親政に貢献した後、
15世紀後半には朝鮮の史料『海東諸国記』によると
博多北部を大友氏が南部を少弐氏が分治していました。

博多を巡る大内氏との確執

　少弐氏に代わって台頭した中国の大内氏との間でも
大友氏は貿易利権をめぐって博多の支配権を争いま
す。18代親

ちか

治
はる

は馬が岳合戦で豊前国への大内氏の脅
威を排除し、20代義

よし

鑑
あき

は妙見岳城（宇佐市）や勢場原
（杵築市）で大内氏と戦います。この間、大友氏は親治・
義長・義鑑の３代にわたって戦国大名への道を進みま
すが、領内の国衆（大友家臣団を構成する地侍）の離
反や反乱など必ずしも家臣団の結束は強くありません
でした。それが「二階崩れの変」へ繋がります。

宗麟の登場

　嫡子の義鎮（宗麟）の評判を憂慮した20代義鑑は、
塩市丸（宗麟の異母弟）の母を寵愛していたため塩市
丸に家督を譲ろうと考え、宗麟と近い家臣の 4人が気
になってまず 2人を上意討ちします。これに危険を感
じた残り2人が義鑑と塩市丸母子を襲って殺害したの
が世にいう「二階崩れの変」。天文 19年（1550）の
ことです。宗麟は別府に湯治中で詳しい真相は不明で
すが、結果として宗麟は21代当主となりました。

宗麟の栄華とその背景

　一方の宿敵大内氏は家臣の陶晴賢によって滅ぼされ
ます。大内氏の脅威がなくなると、宗麟は九州6カ国（筑
前・筑後・豊前・豊後・肥前・肥後）の守護に加えて
九州探題の地位も得ます。大内氏の跡を継いだ毛利元
就も博多への食指を動かします。元就への備えとして
築城したのが丹生島城（臼杵市）です。博多の貿易利
権を守るため、宗麟は優秀な家臣を博多の防衛拠点に
配置します。貿
易利権で得た財
が大友氏の栄華
を支えたからで
した。その結果、
府内の守りが手
薄になり後の島
津軍の豊後侵攻
を許すことにつ
ながります。

キリシタン大名大友宗麟

　天文20年（1551）9月宗麟は、山口からフランシスコ・
ザビエルを府内に招き、キリスト教保護を約束。南蛮貿
易を府内で進めるためでした。その結果、府内には教会
や日本唯一の神学校（コレジオ）が建てられたほか、アル
メイダが開いた育児院や西洋式手術を行なった病院も
建ちます。西洋音楽や演劇も日本で初めて行われまし
た。西洋文化のメッカとなったのです。晩年、宗麟はキリ
スト教の洗礼を受けましたが、洗礼名はザビエルに因ん
でドン・フランシスコでした。当時のヨーロッパ世界で宗
麟は最も有名な大名であり、だからこそ宗麟の名前で派
遣された遣欧少年使節はローマで大変な歓待を受け、
当時ヨーロッパで描かれた日本地図は九州を「BV（U）
NGO」と記していました。

大友王国の崩壊と宗麟の死

　宗麟は天正 6年（1578）にキリスト教の理想王国
を目指し日向に攻め込みますが、高城・耳川（宮崎県）
の戦いで島津軍に大敗。その後島津軍の北上に府内は
蹂躙され、豊臣秀吉の九州侵攻によってかろうじて豊後
一国が２２代義統に安堵されます。失意の宗麟は津久見
に移住しそこで生涯を閉じます。天正 15年（1587）
5月、秀吉のバテレン追放令の前の月でした。

【楢本譲司／大分学研究会】
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平安時代末期、豊後武士団の頭領として名をあげた緒
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の末
すえ
なり」と紹介した軍記物語は『平家物語』です。 第10回○入  －h19 『大分学事始』Ⅱ（9）

大友氏は、21代宗麟の時、九州６ヶ国に版図を拡げ最盛期を迎えます。宗麟が支配した６ヶ
国とは、豊前・豊後・筑前・筑後・肥前・肥後です。 第5回－h19 『大分学事始』Ⅰ（1）

『大分偉人伝』（1）

大友宗麟の父親・義
よし
鑑
あき
が命を落としたのは、二階崩れの変です。 第11回○入  －h21 『大分学事始』Ⅱ（20）

大友宗麟（義
よし
鎮
しげ
）を支えた優秀な家臣団の代表は、父義

よし
鑑
あき
に育てられた豊州三老と言われた

戸
べっ
次
き
鑑
あき
連
つら
・臼杵鑑

あき
速
すみ
・吉弘鑑

あき
理
まさ
です。 第6回－h20 『大分学事始』Ⅰ（2）

大友宗麟の時代、豊後国ではキリスト教の布教が進みました。その結果、天正６年（1578）
当時、全国のキリシタンが30万人に対して、豊後国では５万人を超えていました。 第8回－h18 『大分偉人伝』（1）

カトリック教会の男子修道会であるイエズス会の創設者の一人であった、フランシスコ・ザビ
エルが府内（現大分市）にやってきたのは天文20年（1551）です。 第10回○入  －h20 『大分学事始』Ⅱ（23）

大友氏は、鎌倉時代の初めに能直が源頼朝から豊後の守護職を与えられてから22代にわたっ
て豊後国主でしたが、初めて豊後国に定住するようになるのは第3代頼泰の時です。それは、
蒙古襲来に備えるためでした。

第5回－h18 『大分学事始』Ⅱ（13）

慶長5 (1600) 年9月13日、別府の扇状地を舞台に、大友軍と黒田軍が戦った合戦を石垣原合
戦と言います。 第2回－h23 『大分学事始』Ⅱ（28）

大友宗麟は、毛利元就との合戦に備えて臼杵の丹生島に新しく居城を築きました。 第1回－h20 『大分学事始』Ⅱ（30）

2018年は六郷満山開山1300年という節目の年でした。修行の場を結ぶ「峯
みね
道
みち
」が国東半島一

帯に広がっており、「峯入行」がおよそ10年に一度行われています。この峯入行の最終目的
地となる寺院は両子寺です。

第6回－h17

現在の国東市出身で、2008年に長崎で行われた列
れっ
福
ぷく
式
しき
において、江戸時代前期にキリシタン

弾圧により日本で殉教した188人の筆頭として福者（最高位の聖人に次ぐもの）に加えられた
のはペトロカスイ岐部です。

第4回－h17 『大分学事始』Ⅰ（8）
『大分偉人伝』（5）

戦国大名の大友宗麟（義
よし
鎮
しげ
）は、1578年(天正6)にキリスト教の洗礼を受けましたが、その洗

礼名はドン・フランシスコでした。 第1回－h19 『大分偉人伝』（1）

大友宗麟の家臣団の一人で、関ヶ原の戦いで西軍にくみしたため浪人となるも、江戸時代に筑
後・柳川藩主となったのは立花宗茂です。 第8回－h21 『大分偉人伝』（9）

大友宗麟の賛同を得て、私財を投じてハンセン病棟と一般病棟からなる病院を府内に創設した
ポルトガル人はアルメイダです。大分市医師会立病院にその名が残っています。 第2回－h21 『大分偉人伝』（3）

大分市の国指定史跡大友氏遺跡は、「大友氏館跡」「旧万寿寺地区」「推定御蔵場跡」「唐人
町跡」「

うえのはる
上原館跡」の５つの遺跡から構成されています。 第11回○入  －h22 『大分学事始』Ⅱ（15）

大友氏は鎌倉時代の元寇を契機に博多との関わりを深めますが、室町時代の後期になると、博
多の貿易権益を巡って、大内氏との確執が強まりました。 第9回－h21 『大分学事始』Ⅱ（19）

サンチャゴの鐘は竹田市の中川神社に伝わる銅製の鐘です。慶長17年（1612）に制作された
キリシタンの遺物で、1950年8月に「

どうしょう
銅鐘」の名称で国の重要文化財に指定されています。 第7回－h22 『大分学事始』Ⅰ（11）

四方を見渡せることから、古くは四
し
極
はつ
山
やま
と呼ばれ、奈良時代には「のろし」をあげる設備である烽

とぶひ
が置

かれました。また、山頂には難攻不落として知られる山城が築かれ、南北朝の戦乱や島津氏の豊後侵
入に際して大友氏の拠城となりました。現在、この山は高崎山とよばれています。

第5回－h17 『大分学事始』Ⅱ（14）

平安時代末期に緒方惟
これ
栄
よし
が、源頼朝に追われた義経を九州に迎えるために防塁を築いたのが始

まりとも伝えられている城は岡城です。 第10回○マ  －h18 『大分学事始』Ⅰ（10）

大友宗麟の時代にキリスト教の日本八大布教地と言われ、今の竹田市都
みやこの
野と長湯の地域を当時

は朽
くた
網
み
と言いました。 第9回－h76 『大分学事始』Ⅱ（143）
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「しんけん大分学検定」
入門コース8分野完全準拠

「大分学に期待すること」

大分県は、温泉や、豊かな自然が育んだ食の味力に加え、奥深い歴史、多様な文化、そして何
よりも人々の心の豊かさなど、様々な魅力にあふれた「日本一のおんせん県」です。観光にお
いては、訪れた人々にその魅力をどのように伝えていけるか、全国・世界にどう発信していけ
るかということが、大変重要なポイントになります。そのためには、まず大分県民の皆様に、
自身が住んでいる県の素晴らしさをよく知っていただくことが必要だと考えています。大分学
は、中高生から大人まで誰もが手軽に大分県の魅力を知ることができる大変良い仕組みだと思
います。この度、研究会の皆様の地道な活動の成果として、「大分学のすゝめ」が刊行され、
大変頼もしく感じています。私自身も大分学を学び、大分県の魅力を県内外の皆様にしっかり
と伝えていきたいと思います。

大分県知事　佐藤 樹一郎
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